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第十九回明るく！元気に！東日本婦人部学習交流会が、七月四-五日にかけ山形県米沢市小野川温泉にて開催され講師・東日本委員長も含めて十九名の仲間が結集しました。

　内容は、伊藤東日本本部委員長による国鉄闘争の情勢と経過報告、九州闘争団より奈木野闘争団員から「二二年間の闘いの報告」と「闘いの現状」について講演を受け、全体交流をしました。
❤　佐々木婦人部長挨拶
私たちの日々の活動の中で、なかなか闘争団の方と話ができない。　もっといろんな話が聞きたい。ニュースには載っていないけどどんな状態なんだろうとか、皆さんも多くの疑問があると思う。今日は、今までの闘争を振り返って思い起こして、これからも闘っていきたい。

職場ではグリーンスタッフや新規採用者が入ってきています。教育し、一本になるまで仲間の負担は大変なものがある。いろいろな雇用形態がある中で人間関係に悩む実態がある。
エルダー制度が二年目になる。婦人部の中にも、エルダーになった人、新たにエルダーを希望する人も出てきている。エルダーになっても国労として共に闘っていきたい。
これから退職する予定の方には色紙に寄せ書きと記念品を予定している。
今回の会議でも闘争団の仲間に一円カンパを取り組みたいのでご協力をお願いしたい。
❤　伊藤東日本本部

委員長挨拶

昨年十月二四日の集会は一万人を越える人が日比谷公園に結集した。地方の連鎖集会などもあり、大衆運動の広がりを実感した。今年の二月十六日集会は、自民党を除く各党代表が出席した。鉄建公団訴訟は三月二五日に高裁判決が出た。地位確認問題や、慰謝料など問題は多いが時効説は消えたと考える。四月八日には自民党の中に窓口ができ、解決への窓口はできたと考えられる。
衆議院の解散もあるので話し合いが進まない状況もある。上京行動、座り込み行動、地元国会議員要請行動を続けていく。地方議会決議などもかなり上がっている。今までの積み重ねが生かせるように取り組みを強化していく。
七月一日千葉で国労加入があった。長野では新入社員の獲得をした。四年間で六十名の復帰や加入があった。組織拡大もやればできる。　　

現場長によっては、まだまだ強行姿勢の管理者もいる。引き続き、管理者の中立性を求めていく。
❤
東京病院
　ＭさんとＳさんがエルダー社員を希望している。昨年十月看護部長と面談した。「病院には看護師の仕事はない。それでも希望するのか？」「はい希望します。」と答えた。しかし、半年過ぎても音沙汰が無い。六月私のエルダーはどうなっているのか病院人事課に聞きに行った。「ＯＯ学園と車内清掃業務の仕事がある。」ＯＯ学園は通勤に二時間三十分かかる。「遠くて通えません」と答えると、「これしかありません。」との返事だ。
六月退職でエルダー希望の東労の人と三人で、車内清掃の仕事を見学に行った。どちらも駄目なので他の仕事を探してくださいと申し入れたが、返事がないまま東労の人は六月末退職だった。退職の挨拶をしたその日に、明日からパートで勤めないか聞かれた。エルダーは駄目だが、パートは「ＯＫ！」なの？
看護師長には寮母という仕事を作った。平の看護師にはありませんと。十一月十二月には私たちの退職が迫っている。なぜ私たちが寮母では駄目なのか？
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❤　
❀　参加者の声　❀
盛岡　支社の七階に電話の職場があった。当時はバスから来た人も多かった。私は子供が小さかったので一年は泊まりをはずしてもらった。その後電話が合理化になり、駅に出た。通えれば何の仕事でもやりますと答えた。ジャスタの売り子、ヨーデルの切符売りと。

[image: image6.bmp]　エルダー社員の申し込みをしたとき、私も毎日仕事はありませんと言われたことを思い出します。もう盛岡まで通うのはたくさんだと思ったので、二戸でお願いしますと頼んだが、二戸にはありませんと。どこだったらあるのか？盛岡か八戸なら。新幹線の清掃業務、時間は不規則だ。
その後は「時間は十分ありますから探してください。」と申し入れた。一箇月たったが「やはり仕事はありません。」そのころから駅長が面接に出てくるようになった。一対三、一対四で話し合った。二〇〇八年七月から駅の案内業務に就くことになった，これからエルダーになる人は、交渉は一人でやらなくてはならない。

郡山　昨年九月希望調書を出した。希望地を十箇所くらい書いた。現箇所で書いたほうがスムーズに行くといわれた。十一月に人事課に渡した。持ち帰り検討させてくださいといわれた。二〇〇九年三月一八日再雇用契約手続き用紙、三月二五日現職に決定しました、と届いた。六月二五日が誕生日なので、七月一日から駅ネットセンター・エルダー社員となった。賃金が安くなったのに同じ仕事をするというのが不満だ。
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❀佐々木婦人部長まとめ❀
新しい仲間のＴさんがご結婚しＨさんになりました。十月から産休に入るとのことで、今回は出席できませんでした。次回は二十回になります。記念になるような学習会を検討したい。
❀　一円カンパ　❀
皆さんの厚意により一円カンパは、二七四五円になりました。

闘争団の激励に使いたい。
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❤　奈木野九州闘争団員講演　（要旨）


　二三年前九州で不採用になった。二二歳で国鉄バスに就職、最初は臨時雇用員だった。当時三四人くらい女性社員がいた。昭和六〇年ころはツーマンバスがあった。当時の国鉄バスは地域の足だった。生活する手段だった。ツーマンが、車掌がなくなるといって戸別に歩いた。対応してくれるのはおじいちゃんやおばあちゃんだった。「あんたたちは自分のことばっかり言う。本当に地域の人のためを考えてくれているのか？」なかなか話も聞いてくれない、署名ももらえなかった。何度も行くにしたがって、話を聞いてくれ、公民館などに集まってくれるようになった。国鉄の団体交渉にも参加してくれるようになった。


　昭和六〇年十二月ワンマンになった。最後の乗務の時にいつも乗ってくれている女生徒から手紙とキャンディを渡された。手紙には、「車掌さんがいて安心してバスに乗れました。」と書いてあった。


　車掌の仕事はなくなるが、その後は国鉄の中でどのような仕事をしていくか？当局は「ガイドの仕事しかありません。ガイドの教育をします。門司鉄道学園に二ヶ月半全寮制です。」子供や介護老人を抱えている人は辞めざるを得なかった。入学式では、最初から「服装違反をしているので入学式は始められません。」ときた。どこが？女性二一名が国労バッチをつけていた。ガイド一人教育するのに二百万円かかるといわれた。私たちにとっては二一名全員が修了証をもらえるかが大事だった。戻っても仕事がない毎日だった。当局は民間から高い費用でガイドを雇った。六二年二月不採用だった。役員をしていたから覚悟はしていたが、用紙を受け取るとき手が震えた。こんなにしても我々を切り捨てたいのか？と。Ｔさんは、前年ご主人を病気で亡くされていた。三人の子供を抱えているのに不採用になるとは思わなかった。彼女は組合の役員ではなかった。こういう人でも国鉄は首を切ったのだ。


　現在、闘いの状況は、五月十三日神宮議長九州代表、三月武富さん、七月十五日牧田さん、九月三十日は結審となる。これが最後といわれながら二十年以上闘っている。ＪＲに行かれた皆さんも当局のすることは同じ。解雇されても辛いが、ＪＲに残っても辛い。これからも希望を持って闘い続ける。信念を持って、納得できないから、国労でがんばっている。最近は、少し肩の力を抜いて少しサボってもよいからと考えるようになった。政治解決というまだまだ越えなくてはならない障害がある。





❀　　今後の予定　　❀
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